
平成２３年度第２回作業部会
（豊前・豊後大腿骨頚部骨折地域連携パス研究会と合同開催）

日時： ２月１８日（土）１５：００～１６：４５
場所 ：川嶌整形外科病院 コミュニティホール

平成23年度第2回北部圏域脳卒中地域連携協議会



医療機関内で、パスの必要性を理解できていない部署がある。

患者さんにとって、パスを回すことのメリットはどういうものがあるのか、を
示すことが必要。

歯科に（パスが）回ってこない。現実は１人でやっている医院が大半であ
り、即時対応は難しいが、口腔ケアの要望があれば積極的に応えていき
たい。
中津市では、歯科医師会に電話をもらえれば派遣調整する体制はとっ
ている。

薬剤相談のネットワーク（当番制）があるとよいのだが。

グループワークでの意見交換内容

維持期（中間期）の施設から急性期の施設に、その後患者さんがどうなっ
たのか、フィードバックがあるといい。

パスの意義、使い方について施設内で研修。携わる人の意識が重要。

本来あるべきパス運用の流れ（送り、戻し）をきちっとやっていく。

口腔ケアの重要性は、住民、関係機関向けに今後も普及啓発していく。

多種多様な薬剤があり、処方した薬局でないと対応は難しい。
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再発の場合、急性期～維持期までのパスを、急性期の医療機関へつなぐ
ことが望ましいが、実際するのは大変。

また、再発時のパスは、一から書くのではなく、それまで使っていたパスを
用い、変更事項のみを追記できるとよい。

パスを「書く」のは負担が大きい。紙ベー
スからパソコン入力してCDでパスを回せ
るようにならないか。

今のパスは、医療者側の情報が多く、
患者や家族のニーズがわかりにくい。
今後は、患者の立場での情報交換、連
携ができればいい。

次回パス様式や流れの見直し
の際、これらの意見を反映させ
る。

今後、関係機関（幹事会）で検討する。
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グループワークでの意見交換内容



北部圏域で脳卒中になった人の約２０人に
１人は、退院後１年以内に再発しています。

＊（ ）内％は北部圏域での発生状況

（７６．５％）

（２０％）

（１．９％）

頭痛で痛がってい
る人の絵に変更



再発を防ぐためのご家庭での過ごし方

の


